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教
育
現
場
の
萎
縮
を
ま
ね
く

教
育
基
本
法
違
反
認
定
に
対

し
て
是
正
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

河
野
麻
美
（
自
由
民
主
党
）

文
科
省
は
安
全
管
理
の
不
備
や
政

治
的
中
立
性
の
観
点
か
ら
違
反
認
定

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
不
当
な
介
入
で

は
な
く
、
生
徒
の
知
る
権
利
を
守
り

公
教
育
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め

の
是
正
措
置
で
あ
る
。
教
育
の
自
由

や
平
和
教
育
及
び
主
権
者
教
育
の
重

要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
安
全
確
認
を
怠
り
、

特
定
の
政
治
的
立
場
に
偏
っ
た
教
育

ま
で
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
命

を
預
か
る
場
で
は
、
現
場
の
自
主
性

の
み
に
委
ね
る
の
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
が
多
面
的
・
多
角
的
な
学
び
を

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

殺
傷
武
器
輸
出
解
禁
の
撤
回

を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
由
民
主
党
）

現
在
の
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
、
防
衛
装
備
品
の
移
転
は
同

志
国
と
の
安
全
保
障
協
力
を
強
化
し
、

地
域
の
平
和
と
安
定
に
資
す
る
重
要

な
政
策
で
あ
る
。
ま
た
、
防
衛
産
業

の
技
術
力
・
生
産
基
盤
の
維
持
、
防

衛
力
を
確
保
す
る
た
め
、
一
定
の
海

外
移
転
は
不
可
欠
。
現
行
制
度
は
移

転
先
や
用
途
を
厳
格
に
審
査
し
、
国

際
法
・
国
内
法
に
基
づ
く
管
理
体
制

も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
平
和
と
国
民

の
安
全
の
た
め
、
現
実
的
な
安
全
保

障
政
策
が
必
要
で
あ
り
、
本
意
見
書

は
現
状
を
十
分
踏
ま
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

太
田
宏
徳
（
公
明
党
）

安
全
保
障
政
策
は
、
国
会
で
十
分

な
議
論
と
国
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

不
可
欠
で
あ
る
。
防
衛
装
備
移
転
三

原
則
等
の
改
定
が
、
国
民
的
な
理
解

が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
ま
ま
閣
議
決

定
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

一
方
、
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障

環
境
を
踏
ま
え
れ
ば
、
直
ち
に
制
度

改
定
の
撤
回
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

国
際
法
や
国
連
憲
章
を
遵
守
し
つ
つ
、

国
会
関
与
の
強
化
や
透
明
性
の
向
上

を
図
り
、
厳
格
な
管
理
の
下
で
適
正

な
運
用
と
監
視
機
能
を
徹
底
す
べ
き

で
あ
る
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関

す

る

意

見

書

反
対
討
論
（
要
旨
）

藤
川
賢
治
（
見
え
る
化
）

物
価
高
騰
等
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
、
介
護
、
生
活
困
窮
者
等
へ
の

財
政
措
置
に
は
賛
成
。
し
か
し
、
対

象
に
地
域
医
療
が
あ
り
、
救
急
医
療

等
不
可
欠
な
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
、

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
米
国
で
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対
策
、
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
、
マ
ス
ク
及
び
ワ
ク
チ
ン
は

議
会
で
否
定
的
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。

当
初
か
ら
反
対
だ
っ
た
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
バ
チ
ャ
タ
リ
ヤ
教
授
が
現
在
、

国
立
衛
生
研
究
所
の
所
長
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
間
違
っ
て
お
り
、

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

の
総
括
が
先
に
必
要
で
あ
る
。

自
衛
隊
員
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
職
業
に
従
事
す
る
方
々

の
尊
厳
を
守
る
決
議

反
対
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

著
し
く
配
慮
を
欠
い
た
不
適
切
な

発
言
は
遺
憾
で
あ
る
。
不
快
な
思
い

を
さ
れ
た
自
衛
隊
員
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
同
じ
政
党
の
議
員
と
し
て

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、

発
言
の
続
き
で
他
者
か
ら
求
め
ら
れ

る
前
に
自
ら
訂
正
、
謝
罪
し
て
い
る

こ
と
に
当
初
の
決
議
文
が
あ
え
て
触

れ
て
い
な
い
点
は
恣
意
的
で
極
め
て

政
治
的
で
あ
る
。
小
金
井
市
議
会
で

は
な
く
、
国
会
で
行
わ
れ
た
質
疑
の

中
で
即
座
に
自
ら
訂
正
、
謝
罪
し
て

い
る
発
言
に
対
し
、
市
議
会
が
決
議

を
あ
げ
る
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
と

考
え
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

清
水
学
（
自
民
街
仲
）

立
憲
民
主
党
の
参
議
院
議
員
に
よ

る
自
衛
隊
に
対
す
る
職
業
差
別
的
発

言
は
、
元
教
員
と
は
思
え
な
い
、
耳

を
疑
う
発
言
で
あ
り
、
国
防
と
い
う

崇
高
な
任
務
に
当
た
る
自
衛
隊
員
や

ご
家
族
、
関
係
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け

る
も
の
で
あ
る
。
断
じ
て
容
認
で
き

な
い
。
私
は
自
衛
隊
募
集
相
談
員
と

し
て
、
小
金
井
市
か
ら
入
隊
す
る
若

者
た
ち
の
熱
い
志
を
見
て
き
た
。
決

し
て
家
庭
の
経
済
的
状
況
だ
け
で
進

路
を
選
ん
で
は
い
な
い
。
若
者
の
尊

い
志
を
踏
み
に
じ
る
職
業
差
別
を
断

じ
て
許
さ
ず
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

発
言
が
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

小
中
学
校
の
建
て
替
え
工
事

や
市
民
生
活
を
含
む
１５
年
間

の
財
政
計
画
を
早
急
に
示
す

こ
と
を
求
め
る
決
議

反
対
討
論
（
要
旨
）

な
が
と
り
太
郎
（
こ
が
お
も
）

財
政
の
見
通
し
は
当
然
市
民
に
示

す
べ
き
だ
が
、
学
校
施
設
も
庁
舎
・

新
福
祉
会
館
も
市
民
生
活
に
不
可
欠

で
あ
り
優
劣
の
問
題
は
な
く
、
老
朽

化
解
消
と
機
能
一
元
化
を
図
る
た
め

の
新
庁
舎
等
建
設
は
喫
緊
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
市
は
今
後
、
財
政
見

通
し
を
示
し
、
説
明
会
も
適
切
な
時

期
に
開
く
考
え
を
答
弁
済
み
で
あ
り
、

「
速
や
か
に
」
と
の
決
議
内
容
に
は

賛
同
で
き
な
い
。
予
算
は
工
事
発
注

段
階
で
議
会
に
示
さ
れ
る
た
め
、
議

会
が
そ
れ
を
審
査
、
議
決
し
、
説
明

責
任
を
果
た
す
の
が
本
来
の
役
割
で

あ
る
た
め
、
本
決
議
に
反
対
す
る
。

※委員会等の映像につい
ては、YouTube で中継
・録画配信しています。

※各委員会の審査案件は、二次
元コードをスマートフォン等で
読み取ると、ご覧いただくこと
ができます。

議会運営委員会
開催日時：７月１６日（木）午前１０時

８月２４日（月）午後２時
審査案件：２件
建設環境委員会
開催日時：８月３日（月）午前１０時
審査案件：４件

厚生文教委員会
開催日時：８月７日（金）午前１０時
審査案件：１１件

総務企画委員会
開催日時：７月２９日（水）午前１０時
審査案件：６件

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会
開催日時：８月４日（火）午前１０時
審査案件：１０件

意見書・決議の審議結果
○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（産休）議：議長（原則、採決には加わらず） 議

決

結

果

み 自 共 公 子 お 参 ネ 街 れ 見 緑
天
野

か
な

沖
浦
あ
つ
し

吉
良
の
り
こ

岸
田

正
義

鈴
木

成
夫

河
野

麻
美

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

た
ゆ

久
貴

水
上

洋
志

森
戸
よ
う
子

太
田

宏
徳

中
井
れ
い
子

小
林

正
樹

渡
辺

大
三

片
山
か
お
る

水
谷
た
か
こ

な
が
と
り
太
郎

斎
藤

康
夫

安
田
け
い
こ

清
水

学

村
上
よ
う
す
け

藤
川

賢
治

坂
井
え
つ
子

※ 可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

件 名 要 旨（提案議員が作成）
イラン戦争に伴う物価高騰等か
ら暮らしと営業を守る緊急対策
を求める意見書

国の補正予算は、予備費の積み増しが大半で大変不十分な内容である。物価
高や物不足はエネルギーや石油製品にとどまらない。政府に生活に関わる分
野全体を、大胆に支援することを求める。

－ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × ○ ○ ○ 原案可決

国家情報会議設置法の撤回を求
める意見書

衆議院では附帯決議が採択され、参議院では修正案が否決。安全保障上のリ
スクを強調するあまり、国民の権利軽視があってはならない。基本的人権の
不当な侵害を防止し、政治的中立性を確保するため、撤回を求める。

－ △ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 議 ○ × ○ ○ ○ 原案可決

教育現場の萎縮をまねく教育基
本法違反認定に対して是正を求
める意見書

文科省は辺野古船転覆事故を受け、教育内容が政治的中立性を定めた教育基
本法違反と認定。教育は不当な支配に服することなく行われなければならな
いが、教育現場の萎縮を招く権力の直接介入であり、見解の是正を求める。

－ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 議 ○ × ○ ○ ○ 原案可決

殺傷武器輸出解禁の撤回を求め
る意見書

政府が、防衛装備移転三原則及び運用指針を改定し、殺傷・破壊能力を持っ
た武器の輸出解禁を閣議決定したことは重大な問題である。憲法第９条を持
つ平和国家の歩みに逆行する殺傷武器輸出解禁の撤回を求める。

－ △ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × △ ○ ○ ○ 議 ○ × ○ △ ○ 原案可決

ドナーミルクの利用拡大を求め
る意見書

低出生体重児等の命を守るため、ドナーミルクを提供する母乳バンクの法整
備や運営支援、医療機関の負担軽減、登録施設の拡充など、必要な措置を講
じるよう、国に強く求める。

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

すべてのケアラーに対する包括
的な支援と法的枠組みの整備を
求める意見書

ヤングケアラーをはじめ、多様なケアラーへの支援は十分とは言えない。す
べてのケアラーが安心して生活し、就労や学びを継続できるよう、包括的な
支援制度の整備を国に求める。

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

住まいの安定と居住支援の抜本
的強化を求める意見書

物価高騰や家賃上昇、高齢化等に伴い、住まいを巡る課題が深刻化している。
誰もが安心して住み続けられる社会の実現に向け、住宅支援制度の充実など
必要な施策を講じるよう国に求める。

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

地方財政の充実・強化に関する
意見書

物価高から市民生活を守り、サービスを安定提供するため、子育て、福祉の
拡充、デジタル化への支援、委託事業先で働く人への適正な賃金確保等を国
に対し強く求める。

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × ○ 原案可決

平和教育における政治的中立性
の確保及び安全管理の徹底を求
める意見書

辺野古沖の転覆事故は、公教育の安全と政治的中立性に深い懸念と衝撃を与
えた。政治運動に偏らない教育活動を担保するため、国レベルでの厳格な実
態調査と検証を行い、現場へのガイドライン策定や指導徹底を求める。

－ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × × 議 × ○ × × × 否 決

全ての都民に生活応援を行うこ
とを求める意見書

都が開始した東京アプリを使った生活応援事業は、マイナンバーカードやス
マホを持っていない方が対象外となっており重大な問題である。誰も置き去
りにしないよう、全ての人に行きわたる生活応援事業の実施を求める。

－ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ ○ 否 決

自衛隊員をはじめ、すべての職
業に従事する方々の尊厳を守る
決議

立憲民主党・古賀千景議員の自衛隊入隊を経済的事情のみで捉える発言は、
職業への偏見と差別を助長し看過できない。自衛隊員をはじめ全ての職業従
事者とその家族の名誉と尊厳が守られる社会の実現を強く求める。

－ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × 議 × ○ △ × × 否 決

小中学校の建て替え工事や市民
生活を含む１５年間の財政計画を
早急に示すことを求める決議

市は、小中学校の建て替え計画を公表したが、新庁舎等建設と合わせると莫
大な建設工事費と借金を抱えることになる。２０３０年度以降の１５年間の財政計
画を早急に示すとともに、市民への説明会の開催を求める。

－ × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 議 × × ○ ○ × 否 決

【会派略称】 み：みらいのこがねい 自：自由民主党小金井 共：日本共産党小金井市議団 公：小金井市議会公明党 子：子どもの権利／情報公開 お：小金井をおもしろくする会
参：参政党小金井 ネ：生活者ネットワーク 街：自民党・街の仲間たち れ：れいわ新選組小金井 見：小金井市政を見える化する会 緑：緑・つながる小金井

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、８月28日（金）午後５時までです。

閉会中の委員会日程及び審査案件


